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平
成
19
年
に
法
人
化
し
市
内
の
農

業
法
人
の
先
駆
け
的
存
在
。
徹
底
し

た
米
生
産
コ
ス
ト
低
減
や
六
次
産
業

化
（
手
づ
く
り
味
噌
）
等
が
認
め
ら

れ
平
成
25
年
農
林
水
産
大
臣
賞
を

受
賞
。
米
だ
け
に
依
存
し
な
い
経
営

を
め
ざ
し
、
飼
料
米
、
大
豆
、
み
そ

麹
、
ト
マ
ト
、
小
菊
な
ど
経
営
の
多

角
化
を
図
っ
て
き
た
。
農
作
業
は
、

主
に
19
名
で
行
っ
て
い
る
が
、
将
来

の
担
い
手
確
保
が
課
題
。

　

花
泉
の
油
島
、
涌
津
、
永
井
の
3
地
区
に

ま
た
が
る
県
内
で
も
最
大
規
模
の
法
人
。
地

域
農
業
の
振
興
と
米
生
産
効
率
化
を
目
的
に

基
盤
整
備
が
始
ま
り
、
そ
れ
を
機
に
、
平
成

26
年
、
3
地
区
の
集
落
営
農
組
織
を
一
本
化

し
た
。
稲
作
中
心
に
飼
料
米
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
な
ど

を
栽
培
し
、
将
来
、
担
い
手
を
社
員
化
し
て

確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
カ
ン
ト
リ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
建
設
が
実
現
す
れ
ば
、
更

な
る
生
産
販
売
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
期

待
し
て
い
る
。

　

南
小
梨
営
農
組
合
が
前
身
で
、
平
成
25

年
3
月
に
法
人
化
。
直
播
栽
培
に
よ
る
低

コ
ス
ト
化
、
昔
な
が
ら
の
ハ
セ
掛
け
体
験
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
詰
め
放
題
等
、
地
域
を

あ
げ
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
見
え
る

組
合
活
動
を
大
切
に
し
、
広
報
紙
「
こ
が
ね

フ
ァ
ー
ム
だ
よ
り
」
を
発
行
。
基
盤
整
備
事

業
へ
の
取
り
組
み
、
将
来
の
担
い
手
の
確
保

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
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い
ず
れ
も
地
域
と
密
接
に
係
わ
り
な
が
ら
農
地
を
守
っ
て
い
ま
す
が
、

役
員
の
成
り
手
が
い
な
い
、交
付
金
依
存
か
ら
脱
却
で
き
な
い
、農
業
は

守
れ
る
が
農
業
者
を
ど
う
守
る
か
、専
従
担
い
手
の
確
保
等
多
く
の
課
題

も
抱
え
て
い
ま
す
。組
合
員
と
十
分
話
合
い
、行
政
と
の
意
思
疎
通
を
図

り
、各
組
織
と
の
情
報
交
換
が
課
題
解
決
の一助
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地域と農業を守る 集落営農
迎春

砂鉄川より室根山を望む　撮影／農業委員　石川誠司

経営面積 177ha
組合員 340名

経営面積 468ha
組合員 451名

経営面積 71ha
組合員 123名

　市内には、約40の営農組織があり、農家のおよそ3割が加入し、主食米作付
面積では18％近くを占めるなど地域農業を守る体制づくりが進んでいます。
今号ではそれぞれ特徴のある3法人を紹介します。

［
農
事
組
合
法
人
］

お
く
た
ま
農
産

［
農
事
組
合
法
人
］

な
つ
か
わ
フ
ァ
ー
ム

［
農
事
組
合
法
人
］

こ
が
ね
フ
ァ
ー
ム



　

地
域
の
家
庭
で
使
う
味
噌
を
つ
く
っ
て
ほ
し

い
と
頼
ま
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
ス
タ
ー
ト
。

味
噌
の
ほ
か
に
米
粉
の
加
工
へ
と
研
修
を
積
ん

で
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
味
噌
加
工
の
分

野
に
力
を
入
れ
加
工
販
売
部
の
女
性
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

女
性
メ
ン
バ
ー
12
名
は
50
代
〜
70
代
、
年
代

の
枠
を
超
え
て
和
気
あ
い
あ
い
と
加
工
作
業
か

ら
販
売
ま
で
交
代
で
行
っ
て
い
ま
す
。
原
料
の

豆
、
米
は
お
く
た
ま
農
産
で
収
穫
し
た
も
の
を

使
用
し
、
大
豆
の
浸
水
、
水
切
り
、
蒸
煮
の
柔

ら
か
さ
、
硬
さ
、
塩
、
種
水
の
割
合
、
適
度
な

耐
水
食
塩
濃
度
な
ど
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の

指
導
の
下
、
基
本
を
大
切
に
、
ま
た
味
噌
の
要

と
言
う
麹
づ
く
り
に
細
か
い
神
経
を
注
い
で
、

丁
寧
な
仕
込
み
作
業
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
年

明
け
１
月
か
ら
５
月
頃
ま
で
切
り
替
え
作
業
し
、

法
人
独
自
の
熟
成
過
程
を
経
て
販
売
に
あ
た
り

ま
す
が
、
組
合
員
の
方
を
は
じ
め
地
元
の
ス
ー

パ
ー
、
老
人
セ
ン
タ
ー
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
、
贈
答
品
な
ど
広
く
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。「
仕
込
み
量
は
、
年
々
増
え
、
平
成
28

年
は
３
，
５
０
０
kg
に
な
り
ま
す
」
と
話
す
加

工
販
売
部
長
小
山
麗
子
さ
ん
の
笑
顔
は
と
て
も

明
る
い
も
の
で
し
た
。

　

お
く
た
ま
産
大
豆
で
つ
く
っ
た
味
噌
や
麹
、

ま
た
味
噌
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方
も
ご
一
報

下
さ
い
と
話
す
女
性
達
の
熱
い
意
欲
、
地
域
で

採
れ
た
も
の
を
地
域
で
食
す
喜
び
を
よ
り
多
く

の
皆
さ
ん
と
分
か
ち
合
う
真
心
を
感
じ
ま
し
た
。

　平成28年９月６日〜７日、山形県鶴岡市へ行って
きました。鶴岡市農業委員会を訪問し耕作放棄地
対策の活動を研修しました。休耕田を借り受けて
農地の再生に取組んでいる（株）あつみ農地保全
組合の受託事業や６次産業化に向け耕作放棄地
の再生利用に取組んでいる（株）ハグロファームの
話を聞きました。
　（株）あつみ農地保全組合は、地元ＪＡと地域
住民による出資法人で地域の休耕田を借り受け、
そば、赤かぶ、わらび等の作付けをして31haを農
地に再生し雇用確保にも成果を上げていました。
　私は、特に、（株）ハグロファームが取り組んで
いた月山高原牧場敷地内の耕作放棄地を「ひまわ
り」で再生させるプロジェクトについて興味をもち
ました。ひまわり畑約４ha（約100万本）、コスモス
畑約２haは、８月初旬から、ひまわりの咲き始めに
合わせ順次公開しており、東北一円だけでなく、遠
くは関西からも3万人近い観光客が来場し定着して
いるとのこと。公開中は、かき氷や自家製ブドウジ
ュース、玉コンニャクも人気を集め、家族連れが写
真を撮るなどにぎわっている様子に感動しました。
　農業が、胃袋を満たすだけの産業ではなく、心
を豊かにし、癒しを与える産業であってほしいこと
を願っている姿が印象的でした。
　鶴岡市での研修は、あらためて今一度地元を見
つめる良い機会となりました。私も地域での磐清
水梅の里活動や農業委員活動に活かして頑張って
いきたいと思います。

地
元
産
の
大
豆
で

味
噌
づ
く
り

　
　
　
　  

工
房
あ
ら
た
ま 

● 

千
厩
地
域  

担い手
紹介

がんばる
地域

ichinoseki

農業委員視察
研修に参加して

投稿　千葉孝子 委員
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千
厩
町
の
農
事
組
合
法
人
お
く
た
ま
農
産
の
事
務
所
隣
に
同
法
人
の
加
工

販
売
部
「
工
房
あ
ら
た
ま
」
が
あ
り
ま
す
。
平
成
19
年
３
月
の
法
人
設
立
か

ら
10
年
目
、
工
房
あ
ら
た
ま
の
活
動
は
７
年
目
を
迎
え
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
は

小
山
麗
子
さ
ん
、
地
域
の
女
性
12
名
で
構
成
さ
れ
、
丹
念
な
手
づ
く
り
味
噌

は
評
判
で
年
々
実
績
を
上
げ
つ
つ
あ
り
ま
す
。工

房
あ
ら
た
ま
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と

（
農
）
お
く
た
ま
農
産
代
表
理
事
組
合
長

佐
藤
正
男
さ
ん
（
前
列
中
央
）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
農
業
委
員
会
の
活
動
に
対
し
て
は
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
施
行
さ
れ
た
改
正
農
業
委
員
会
法
で
は
、

農
業
委
員
の
公
選
制
が
廃
止
さ
れ
、
新
た
に
、
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
設
置
さ
れ
、
農
地
利

用
の
最
適
化
と
し
て
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
と
解
消
、
新
規
参
入
の

促
進
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
市
に
お
い
て
も
、
平
成
30
年
９
月
に
は
、
新
し

い
制
度
に
基
づ
く
農
業
委
員
・
推
進
委
員
が
選
任

さ
れ
る
た
め
、
現
在
、
委
員
定
数
や
体
制
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
号
で
は
、

特
集
記
事
と
し
て
農
地
利
用
の
集
積
に
向
け
た
市

内
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
農
業
委
員
会
は
、
か
け
が
え
の
な
い
農
地

を
未
来
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
農
業
生
産
の
基

盤
と
な
る
優
良
農
地
を
守
り
、
そ
の
有
効
活
用
を

進
め
る
な
ど
、
今
後
も
農
業
者
を
代
表
す
る
機
関

と
し
て
様
々
な
農
業
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

今
年
の
豊
作
と
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、
一

層
の
ご
支
援
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

一
関
市
農
業
委
員
会

　
　
会
長　

伊
藤 

公
夫

新
年
に
あ
た
り

女性農業委員
リレー投稿 3



全国農業新聞の購読を！
農業委員会組織が協力して作成している新聞で、毎週金曜日発行しています。
●お申込みは、農業委員会または各支所産業経済課まで

購読料

月額 ７００円

今般の改正により、「農地利用の最適化」が農業委員会の必須業務として明確化されました。

担当地域において、
○地域農業マスタープランなど、地域の農業者等の話し合い
を推進

○農地の出し手・受け手へのアプローチを行い、農地利用の
集積・集約化を推進

○遊休農地の発生防止・解消（農地パトロールなど）を推進

※推進委員は、総会に出席して意見を述べることができます

◆担い手への農地等の利用の集積・集約化
◆遊休農地の発生防止・解消
◆新規参入の促進

農業委員とは別に、担当地域での現場
活動を行う農地利用最適化推進委員が
新設されます！

●農業委員会が定める区域ごとに推薦・募集を実施
　　　⬇
●推薦・募集の情報を整理して、公表
　　　⬇
●推薦・募集の結果を尊重
　　　⬇
●選考委員会で選考
　　　⬇
●農業委員会が委嘱

※推進委員と農業委員は、兼務できません

※改正法は、平成28年4月1日から施行されていますが、一関市の場合、現農業委員が、任期満了の日（平成30年9月19日）まで残任となります。

「
平
成
28
年
度
農
政
課
題
に
か
か
る

  

意
見
書
」を
提
出

市
長
へ

一関市農業委員会だより いわいの大地3

最適化
とは…

積極的に
推進する
ため

平
成
28
年
度

新たに 農地利用最適化推進委員 を設置

　

平
成
28
年
11
月
10
日
、
都
南
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
平
成
28

年
度
岩
手
県
農
業
委
員
会
大
会
へ

会
長
ほ
か
委
員
19
名
が
参
加
し
、

こ
の
席
上
で
一
関
市
は
、
２
名
の

委
員
と
当
委
員
会
が
「
農
業
委
員

会
等
活
動
表
彰（
農
業
者
年
金
部

門
）」「
同
表
彰（
全
国
農
業
新
聞
部

門
）」に
お
い
て
そ
の
普
及
活
動
に
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
「
農
業
施
策
の
充
実

に
関
す
る
要
請
決
議
」
「
新
し
い

農
業
委
員
会
体
制
の
強
化
に
関
す

る
申
し
合
わ
せ
決
議
」
「
農
業
委

員
会
活
動
の
強
化
に
関
す
る
申
し

合
わ
せ
決
議
」
の
議
案
を
決
議
し

大
会
宣
言
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

大
会
後
は
、
早
稲
田
大
学
法
学

学
術
院
・
法
学
部
長
の
楜
澤
能
生

氏
か
ら
、
「
戦
後
農
地
法
制
の
理

念
と
農
業
委
員
会
」
と
題
し
て
特

別
講
演
が
あ
り
研
修
の
良
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
11
月
４
日
、
農
業
委

員
会
側
は
、
伊
藤
公
夫
会
長
、
永

畠
幸
一
会
長
職
務
代
理
者
、
石
川

誠
司
農
政
専
門
委
員
長
、
千
葉
正

紀
同
副
委
員
長
、
渋
谷
皓
農
地
専

門
委
員
長
、
佐
藤
繁
同
副
委
員
長

が
、
市
側
は
、
長
田
仁
副
市
長
、

高
橋
農
林
部
長
、
小
崎
農
地
林
務

課
長
が
出
席
し
て
各
農
業
委
員

の
意
見
要
望
を
ま
と
め
た
７
項
目

か
ら
な
る
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
主
な
事
項
は
、
放
射
能
汚
染

対
策
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の

集
積
、
経
営
安
定
対
策
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
市
か
ら
は
、
放

射
能
汚
染
対
策
に
つ
い
て
は
、
産

地
再
生
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
こ

と
、
又
ほ
だ
木
に
つ
い
て
は
焼
却

に
よ
ら
な
い
形
を
検
討
し
て
い
く

な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
要
望
の
７
項
目
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
放
射
能
汚
染
対
策

◆
担
い
手
・
経
営
対
策

◆
農
地
利
用
集
積
対
策

◆
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
対
策

◆
活
力
あ
る
地
域
振
興
に
向
け
た
対
策

◆
食
の
安
全
安
心
、
食
育
の
充
実

◆
農
業
委
員
会
の
体
制
整
備

　

今
後
、
市
長
と
農
業
委
員
と
の

意
見
交
換
の
場
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

岩
手
県
農
業
委
員
会
大
会
が
開
催
さ
れ
る
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推
進
委
員
の
役
割

推
進
委
員
の
選
任
方
法



農
業
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識

農
業

者年
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昨
年
は
、
４
月
の
熊
本
地
震
、
８
月
に

は
観
測
史
上
初
め
て
東
北
の
太
平
洋
側
に

上
陸
し
た
超
強
烈
な
台
風
10
号
、
そ
し
て

再
三
に
わ
た
る
北
海
道
地
方
の
大
水
害
と

自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
一
年
で
し
た
。

岩
手
で
は
岩
泉
や
久
慈
方
面
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
、
北
海
道
で
も
農
作
物
被

害
だ
け
で
な
く
耕
地
が
流
さ
れ
、
復
旧
に

は
10
年
以
上
か
か
る
と
か
…
。
農
業
は
自

然
が
相
手
、
多
く
の
恩
恵
を
受
け
る
と
同

時
に
、
時
と
し
て
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
ま

ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
す
。
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
々
に
は
、
心
か
ら
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
で
も
、
県
産
米
の
新
品
種

「
銀
河
の
し
ず
く
」
の
市
場
デ
ビ
ュ
ー
、

リ
オ
五
輪
と
岩
手
国
体
と
い
う
２
つ
の
ス

ポ
ー
ツ
の
祭
典
が
明
る
い
話
題
で
し
た
。

は
た
し
て
、
２
０
１
７
年
、
平
成
29
年
は

ど
ん
な
一
年
と
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

中
山
間
地
域
で
は
高
齢
化
と
農
地
の
荒

廃
化
が
進
む
ば
か
り
で
、
農
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
厳
し
い
も
の
で
す
が
、
ま
ず

は
新
し
い
年
、
明
る
い
農
業
の
実
現
の
た

め
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

編
集
委
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郎

「
い
わ
い
の
大
地
」
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長	

伊
藤
　
　
勉

副
編
集
委
員
長	

佐
藤
　
　
修

編
集
委
員

　
芳
賀
　
武
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勝
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菅
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豊
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皆
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　一関市舞川の佐藤明延さん（35）は12年
間勤めた会社を辞め、4年前に就農し、現在
は父親の芳郎さん（64）と水稲5haを作って
います。
　農業に携わる芳郎さんの背中を見続け、い
つか必ず農業を継ぐと考えていた明延さん
は、充実した日々を送る半面、天候に左右さ
れ思うように作業できないなど試行錯誤の
連続のようです。そのような時は、自身も構
成員であるアグリパーク舞川のメンバーに相
談し解決しています。
　明延さんは、芳郎さんと家族経営協定を結
ぶことで保険料の半分が国から補助される
ことを知り、平成26年から農業者年金に加

入しました。父芳郎さんも農業者年金に加入
しており、受給開始目前となっています。明
延さんに経営移譲をし、老齢年金よりも年金
額の高い経営移譲年金を受給するため手続
中です。
　明延さんは、「年金を貰うありがたさを、
受給目前の父親をとおし実感している。国民
年金だけでは将来が不安。農業者年金は制
度が複雑で分かりにくいと思っていたが、敬
遠せず地域の農業委員などに相談し、将来
に備えてほしい。」と話していました。
　芳郎さんの経営移譲年金受給を機に本格
的に農業経営に関わることとなった明延さ
ん。貴重な地域の担い手としてこれからの活
躍が期待されます。

農業者年金のお問い合わせは
農業委員会またはお近くのJA窓口へ
　電話  21-8692（一関市農業委員会）

【舞川地域】     佐藤　明延 さん

年金のありがたさ　
父親の受給で実感

編
集
後

記

一関市農業委員会だより いわいの大地4

農業者年金で明るい将来計画!

　❶ 田（水稲）の部（10a 当たり）
平均額 最高額 最低額 データ数

一関・花泉地域 8,338円 13,167 円 2,500 円 2,731
大東・千厩・東山・室根・川崎・藤沢地域 7,017円 13,000 円 2,400 円 1,346

　❷ 畑の部（10a 当たり）
平均額 最高額 最低額 データ数

一関・花泉地域 4,867円 6,220 円 2,144 円 77
大東・千厩・東山・室根・川崎・藤沢地域 3,153円 5,000 円 1,300 円 104

平成27年1月から同年12月までに締結（公告）された賃借料における賃借料水準
（10a当たり）は、以下のとおりとなっております。

備考 ●地域ごとに契約額が極端に高額、低額（平均値の1.7倍以上および0.3倍以下のもの）な実例をあらかじめ削除し全体
集計しております。

●賃借料が無料の使用貸借契約もありますが実例として含めておりません。
●対象農地の収穫見込み量や形状、隣接する道水路等の状況を考慮し両者で協議の上決定してください。

農 地 賃 借 料 情 報

次の5項目のうち、いずれか
に該当する場合は、農業経
営を再開したとみなされ、
経営移譲年金が支給停止に
なる場合がありますので、ご
注意ください。

経営移譲年金の
受給権者（本人）の方で、
①農業所得の
　納税申告をする
②農業を営む法人の
　構成員になる
③後継者に貸している農地

等の返還を受けたり、売
却・転用・貸付けをする

④経営所得安定対策等
　交付金の申請をする
⑤農業共済に加入する


